
第 ４ １ 回  浄 土 宗 総 合 研 究 所 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 

オンラインにおける寺院活動 
―デジタルトランスフォーメーションの潮流の中で― 

本日のスケジュール               ※質問は随時「Q＆A機能」にて受付 

１３：００ 開会の辞 ： 司会 石田一裕 （ 浄土宗総合研究所研究員 ） 

挨拶 浄土宗宗務総長 川中光敎 

１３：0５ 趣旨説明 ： 工藤量導 （ 浄土宗総合研究所研究員、大正大学非常勤講師 ） 

１３：１５ 基調講演 ： 「インターネットの進展と寺院活動」 

今岡達雄 （ 浄土宗総合研究所副所長 ） 

１３：４５ パネリスト報告 （各１５分、計６０分） 

①「道具の是非より、伝えるこころ（仏心）の問題」 

勝桂子 （ 行政書士、葬祭カウンセラー、任意団体＜ひとなみ＞主宰 ） 

②「コロナ禍で続けたオンラインの寺院活動」 

大江田晃義 （ 南米開教区クリチバ日伯寺主任 ） 

        ③「コロナ禍だからできた大学でのフィールドワークと寺院活動への応用」 

齋藤知明 （ 大正大学人間学部教育人間学科専任講師 ） 

④「そのオンライン、本当に必要ですか？」 

小野木康雄 （ 文化時報社 代表取締役社長兼主筆 ） 

１４：４５ 休憩 （１０分） 

１５：５５ 全体ディスカッション （６０分） 

       パネリスト ： 今岡達雄、勝桂子、大江田晃義、齋藤知明、小野木康雄 

  コーディネーター ： 工藤量導 

１５：５５ 挨拶 浄土宗総合研究所所長 小澤憲珠 

１６：００ 閉会の辞 

 



登壇者プロフィール 

 

今岡 達雄 （いまおか たつゆう） 

【プロフィール】１９４８年生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科卒。１９７２年(株)三菱総合研究所入社、２０有余

年技術予測、需要予測等を担当、首席研究員技術戦略部長で退職。１９８０年善照寺住職、１９９８年浄土宗総合

研究所入所、専任研究員、主任研究員を経て２０１２年より副所長。研究実績には技術予測関連で『新製品の需要

予測手法の開発』『価値意識の研究』『科学技術の進歩とその社会・経済との関連』、仏教関連では『社会変化と浄

土教』『科学技術の進歩と浄土教』『生命倫理問題への浄土教団としての視座』など。 

 

勝 桂子 （すぐれ けいこ） 

【プロフィール】行政書士、葬祭カウンセラー、ファイナンシャル・プランナー。遺言、相続、改葬、任意後見、死後事

務委任などエンディング分野の実務に応じるほか、『心が軽くなる仏教とのつきあいかた』（2017 啓文社書房）、

『いいお坊さん ひどいお坊さん』（2011 ベスト新書）著者として各地の僧侶研修、一般向け講座などに登壇。 ま

た、生きづらさと向きあう任意団体 ひとなみ を主宰し、宗教者や医師、士業者、葬送分野の専門家と一般のかた

をまじえた座談会を随時開催している。最新刊『瞬間出家―聖よ、日本の闇を切りひらけ！』（『聖の社会学』2020

改訂版・Kindle電子版）。 

 

大江田 晃義 （おおえだ こうぎ） 

【プロフィール】１９８０年生まれ。宮城教区第一組西方寺生まれ。平成１３年、増上寺伝宗伝戒道場満行。平成１５

年、大東文化大学卒業。同年、開教師として南米開教区別院日伯寺に着任。平成１９年、クリチバ日伯寺に移動。

現在、借家で活動しながら、本堂建立を目指して活動中。平成２８年、テレビ東京「世界ナゼそこに？日本人～知

らざれる波乱万丈伝～」に出演、開教活動を特集される。平成３０年、同寺初となる五重相伝を開筵。 

 

齋藤 知明 （さいとう ちめい） 

【プロフィール】１９８３年生まれ。大正大学大学院文学研究科宗教学専攻博士後期課程修了（博士・文学）。専門は

宗教学で、宗教教育や震災被災地のコミュニティ形成などを研究。現在、大正大学人間学部専任講師、山形教区

酒田組林昌寺副住職。主な業績として「宗教と道徳－澤柳政太郎の仏教、道徳教育」（論文、『近代仏教』２０１１

年）、『東日本大震災後の宗教とコミュニティ』（共著、ハーベスト社、２０１９年）がある。 

 

小野木 康雄 （おのぎ やすお） 

【プロフィール】１９７５年生まれ、大阪府枚方市出身。関西学院大文学部を卒業後、平成１０年に産経新聞に入社。

大阪本社社会部や京都総局などで労働問題や宗教の取材に取り組んできた。平成２４年には過労死問題に焦点

を当てた連載「Ｋａｒｏｓｈｉ 過労死の国・日本」で、貧困問題について優れた報道を表彰する「貧困ジャーナリズム

賞」（反貧困ネットワーク主催）を受賞。交流があった文化時報社の前社長から同社の事業を受け継ぎ、令和元年１

２月から現職。 

 

工藤 量導 （くどう りょうどう） 

【プロフィール】１９８０年生まれ。大正大学大学院仏教学部仏教学科博士後期課程終了（博士・仏教学）。専門は中

国隋唐代の浄土教思想。現在、浄土宗総合研究所研究員、大正大学非常勤講師、淑徳大学兼任勤講師、青森

教区本覚寺副住職。著書に『迦才『浄土論』と中国浄土教―凡夫化土往生説の思想形成―』（法藏館、２０１３年）

がある。 



シンポジウム趣旨説明 

浄土宗総合研究所研究員・大正大学非常勤講師 

コーディネーター：工藤量導 

１．シンポジウムの趣旨 

・コロナ禍のもと、デジタル化が加速 

・寺院でもネットを使った教化機会が増加 

・しかし、多くの寺院は実務経験に乏しい 

・寺院活動におけるオンラインの今後 →オンライン化によるメリットとデメリットを考える 

 

２ー１．コロナ禍での研究所活動（テレワーク） 

2020年 4月 6日  緊急事態宣言 

    4月 20日 情報連絡会オンライン (zoom) 

      5月 19日 ハイブリッド研究会の開始（対面＋オンライン） 

      6月以降  ハイブリッド研究会の本格化 

 

２－２.オンライン研究会の参加者 

・2019年 6月～12月 開催数：203回／参加者： 802名 (オンライン参加 0名） 

・2020年 6月～12月 開催数：210回／参加者：1259名（オンライン参加 831名） 

→参加者が 1.5倍に増加 

スタッフは全国に分布（北海道、青森、島根、福岡 etc…） 

 

２－３．介護者カフェがオンラインに 

・介護者カフェ…お寺が介護の悩みを抱え込む人々へ寄り添い、分かち合う場を提供する活動 

            ↓コロナ禍を経て 

・介護者カフェ・オンラインの開催 

【画面越しの集いは不安】悩みの打ち明けは難しい、場の空気の共有が大事 

【つながりを絶やさないため】誰にも話せなかったコロナ禍での状況が話題、想像力と信頼関係が必要 

 →ご案内はお手紙で、一言ご挨拶を添えて（介護者カフェ主催・下村達郎氏談1） 

 

３－１．オンライン授業の実施 

・2020年までオンライン講義を実施した大学はわずか２％。 

 →前向きな大学はほとんどなかった 

・98％の大学はコロナ禍以降にオンライン授業を導入 

・学生も、教員も、不慣れなままオンライン授業を１年間続けた 

・「＃大学生の日常も大事だ2」という漫画が反響をよび、「いいね」が 40万件以上ついた 

 →大学 1年生はとくに苦しかった… 

 



 

 

３－２．オンライン講義に関する学生意識調査（東洋大学 現代社会総合研究所）3 

・全国 15大学の学生を対象に、オンライン講義の実情や学習成果に関する意識を調査 

・調査機関：2020年 7月、回答数：1,426件、回答率：44.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記者発表を行ったところ「マスコミ各社も、オンライン講義への学生の評価が相対的に高かったことを、

意外感をもって受け止めた」（松原聡『大学 DX』） 

 →大学 2年生以上が、対面授業を相対的に低く評価していることの裏返しでもある… 

 

３－３．オンライン授業のこれから 

①多様性の観点からオンライン授業を評価 

・オンライン講義は、字幕機能を使えば、聴覚障害の学生の補助になる、デジタル教材を使えば、視覚障

害の学生も文字拡大や音声読み上げ機能を利用できる、肢体不自由などの理由で通学が困難な学生も、

自宅などで講義を受けることができる 

→ダイバーシティ（多様性）の観点からオンライン講義の評価を行うことも重要（松原聡『大学 DX』） 

 

②平常時でも３割のオンライン授業を望む 

・「オンライン授業に関する調査」早稲田大学総合研究センター4 

・対象：早稲田大学全学生、期間：2020年 8月 3日～22日、回答数：15,093件 

・感染症リスク下における適切な実施割合「オンライン授業 7割 vs.対面授業 3割」 

感染症リスクがなくなった時の実施割合「オンライン授業 3割 vs.対面授業 7割」 

→今後、オンライン経験値の高い卒業生が社会の主流になる 

 

４－１．オンライン法要 

◇神奈川の寺院の例 

・寺報にてお知らせ／2020年 …3件、2021年 …3件（リピーターあり） 

・ハイブリッド法要、おおむね好評 

→寺院側が主導 

 



 

 

◇真宗大谷派東京教区オンラインマニュアル5 

・「Zoom」法座配信（参加者編 PDF／主催者編 PDF） 

 →とても出来栄えがよいので、オンラインの導入を考えている方はぜひ参照ください 

 

◇第 2回「寺院における新型コロナウイルスによる影響とその対応に関する調査」（大正大学地域構想研究

所・BSR推進センター／小川有閑・高瀬顕功）6 

・調査期間：2020 年 12 月 7 日～28 日、有効回答数：304 名 321 件の回答 

【オンラインに関わる自由記述】 

・オンライン法要は年配者の反響はよくなかった 

・オンライン法要を 20件以上行い、ご家族からも好評 

・オンライン座禅会は国内外から 150名以上の参加 

・リアルな法要の大事さを知ることができた 

・過度なオンライン化が心配 →寺院に行かずオンラインで済まされる不安（前回調査） 

・オンラインは便利だが、収入があるどころか赤字 

・SNS（LINEなど）の利用によるコミュニケーションも有効 

 

４－２．オンライン葬儀 

◇NHKあさイチ「Withコロナ 大切な人との別れ」（2020年 10月 7日）7 

 →葬儀社側が主導 

 

◇オンラインやリモート葬儀について意識調査（葬儀屋さん）8 

・調査対象：参列者、調査期間：2020年 10月 27日～11月 8日、有効回答：509件 

・オンライン葬儀の認知度 41％ 

・実際に参列した人は 1％ 

・オンライン葬儀の肯定的回答が 70％ 

・60代以上だと肯定的 36％、否定的 64％ 

・オンライン希望 38％、対面希望が 62％ 

・オンライン葬儀に参列してみたい 74％ 

→現状は「少人数の葬儀（対面）」が中心 

 

◇知人の Facebookコメント欄から 

・ご家族が親族向けに生中継するケース 

・海外のご遺族向けに中継するケース 

・火葬場は撮影禁止のことが多い 

・宗派によっては引導作法がオンラインに不向き 

・リモート葬式が親戚から批判を受けたケースも（仏教が台なしだ、スマホのない人もいる…）9 

・死別の場面（ご遺体）が、動画データに収録されることに違和感がある 

 



 

 

５－１．オンラインで寄り添い !? 

・藤井保文、尾原和啓『アフターデジタル―オフラインのない時代に生き残る』 

・OMO（Online-Merge-Offline）…オンラインとオフラインが融合して一体のものと捉える考え方 

  ビフォーデジタル…日本 

  アフターデジタル…米国、中国  ※オンライン > オフライン（デジタル側を土台とする意識改革） 

・データや IT技術を生かして、ユーザー１人ひとりにきめ細やかな対応をして接点（オンライン）を増や

し、そこから人間対人間のコミュニケーションへつなげる。 

・「単一接点型から常時寄り添い型へ」「モノから寄り添いへ」 

・「hasunoha」…お坊さんが必ず答えてくれるお悩み相談サイト10 

→オンラインのシステム構築による「寄り添い」の創出 

 

５－２．オンラインでは失われるもの、足りないもの 

◇「移動」に伴う豊かな意味が失われた!? 

・科学文化作家・宮本道人氏インタビュー（本当に必要なモノを再定義するメディア Less is More.11） 

「フィジカルな移動…例えば自宅からライブハウスへ辿り着くまでを想像して欲しいんですが、電車に乗

ったり車を使ったり、〈移動〉というのは物語に到達するまでの、それぞれの物語として重要だった」 

・オンラインは「日常?非日常」への切れ目が失われる 

・実は、お寺へのお参りは「行き道と帰り道の前後も含めた物語（体験）」だったのではないか？ 

→オンラインで失っていけないものは何か？ 

 

◇人間の五感はオンラインだけで相手を信用しない!? 

・霊長類研究の第一人者・山極寿一氏インタビュー12 

「人間は言葉や文字をつくり、現代ではインターネットやスマートフォンなど、身体は離れていても脳で

つながる装置をたくさんつくってしまった」 

「安易に「つながった」と錯覚するけれど、実際には信頼関係は担保できているわけではないという状況

が生まれています。五感の中の触覚や嗅覚、味覚という「共有できないはずの感覚」が信頼関係をつく

る」 

「合宿をして一緒に食事をして、一緒にお風呂に入って、身体感覚を共有することはチームワークを非常

に高めてくれますよね？ つまり我々は、いまだに身体でつながることが一番だと思っているわけです」 

→オンラインは「視覚・聴覚」が中心だが、信頼はむしろ「嗅覚・味覚・触覚」が担う?! 

 

参考）伊藤亜紗『手の倫理』 

「感覚のヒエラルキーは、大きく分けて視覚と聴覚が上位、嗅覚、味覚、触覚が下位に分けられます」 

「視覚は人間の精神的な部分に、触覚は逆に動物的な部分に関わる感覚である、と考えられていました」 

「社会的不確実性がある「にもかかわらず」信じる。この逆説を埋めるのが信頼なのです」 

  

変化する時代に地図は役に立たず、必要なのはコンパスだ 

（元 MITメディアラボ所長 伊藤穣一氏） 



 

 

 

【参考文献・記事】 

・ 安宅和人『シン・ニホン―AI×データ時代における日本の再生と人材育成』NewsPics、2020年 

・ 伊藤亜紗『手の倫理』講談社、2020年 

・ 宇野常寛『遅いインターネット』NewsPicks、2020年 

・ 内山悟志『未来 IT図解―これからの DX』エムディエヌコーポレーション、2020年 

・ 兼安暁『イラスト＆図解でわかる DX―デジタル技術で爆発的に成長する産業、破壊される産業』彩流

社、2019年 

・ 藤井保文、尾原和啓『アフターデジタル―オフラインのない時代に生き残る』日経 BP、2019年 

・ 藤井保文『アフターデジタル 2―UXと自由』日経 BP、2020年 

・ 松原聡『大学 DX ―高等教育デジタル・トランスフォーメーションの可能性』パブフル、2020年 

・ 「ぶつぶつ放談―お寺に必要な「IT」を考える 第 1～4回」（法然上人鑽仰会『浄土』2020年 10月～

2021年 1月号）※PDFがすべて読めます（http://jodo.ne.jp/jodo/） 

・ 中御門敬教「大学生における苦の受けとめについて」（令和 3 年 第 485 回教化高等講習会講義資料） 

・ 東洋経済オンライン「自宅からも参列できる｢オンライン葬儀｣の実態」 

（https://toyokeizai.net/articles/-/380780） 

・ ダイヤモンドオンライン「葬式もオンラインの時代、知らないと恥をかく新常識と参列マナー 

（https://diamond.jp/articles/-/250925） 

・ ENILNO「オンラインで悲しみを共有する「スマート葬儀」。故人を偲ぶ新しいカタチに」 

（https://enilno.jp/onlineandnow/online-smartFuneral.php） 
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6 大正大学地域構想研究所 HP（https://chikouken.org/11610/） 
7 NHKあさイチ HP（https://www1.nhk.or.jp/asaichi/archive/201007/1.html） 
8 葬儀屋さん HP（https://sougiyasan.jp/faq/online_sougi/2888） 
9 はてなダイアリー「リモート葬式したら絶縁された 

(https://anond.hatelabo.jp/20210114104835） 
10 お坊さんが必ず答えてくれるお悩み相談サイト「hasunoha」（https://hasunoha.jp/） 
11 「Less is More.」宮本道人インタビュー（https://note-infomart.jp/n/n7bf41f3025af） 
12 サイボウズ式 HP山極寿一インタビュー

（https://cybozushiki.cybozu.co.jp/articles/m001351.html） 
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令和２年度浄土宗総合研究所公開シンポジウム
基調講演

「インターネットの進展と寺院活動」

２０２１年０２月１５日

浄土宗総合研究所副所長

今岡達雄

2

インターネットとは

⚫コンピュータ・スマート機器間で情報交換を行うネットワーク

⚫物理的つなぎ方（有線（光、メタリック），無線（LTE、5G、Wifi），CATV）

⚫パケット通信

⚫ルーター

⚫デジタル情報の送り方（プロトコル）

⚫プロトコル（規約：デジタル情報の並べ方）
⚫パケットへの標識に付け方（IP）

⚫パケットを送る順番、欠番の処理（TCP）

⚫パケットの中身の書き方（HTTP、FTP、SMTP/POP3）

⚫サービス（WWW、ファイル転送、mail）

⚫アプリケーション（検索、ショッピングモール、ブログ、SNS）



2

パケット交換

3

インターネットの歴史（確立まで）

⚫ ARPANET（1969）

⚫ 電子メール（SMTP、POP、IMAP）（1971）

⚫ FTP、イーサネット（Xerox PARC）（1973）

⚫ TCP/IP（1982）

⚫ DNS（1983）

⚫ JUNET（1986）、WIDEプロジェクト発足（1988）

⚫ CERNでWorld Wide Web、HTTP、HTML0（1991)

⚫ NCSAでブラウザMozaic、HTML1.0公開（1993）
4



3

インターネットの歴史（展開､ブラウザ）

⚫ Mosaic （1993）

⚫ Netscape Navigator 1.0 （1994）

⚫ Internet Explorer 1.0 （1995）

⚫ Safari1.0 （2003）

⚫ Firefox1.0 （2004）

⚫ Google Chrome（2008）

⚫ Microsoft Edge（2015）

5

インターネットの歴史（展開､企業）

⚫ Amazon.com設立（1994）

⚫ Yahoo！設立（1995）

⚫ Yahoo！Japan設立（1996）

⚫ 楽天市場（1997）

⚫ Google設立（1998）

⚫ ZOZOtown（2000）

⚫ FaceBook、Mixi（2004）

⚫ Youtube（2005）
6

⚫ Twitter、ニコニコ動画（2006）

⚫ Ustream（2007）

⚫ AirBnB,Inc設立（2008）

⚫ Uber（設立2009、中止2015）

⚫ LINE（2011）

⚫ メルカリ（2013）

⚫ Uber Eats（2014）

⚫ Clubhouse（2021）
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インターネットの歴史（展開､サービス）
⚫ 情報検索：Yahoo!（1995）、Google（1998）

⚫ ショッピング・モール：Amazon（1994）、Rakuten（1997）、ZOZO （2000）

⚫ ブログ：ココログ（2003）、アメーバ（2004）、はてな（2011）

⚫ SNS： （文字・画像） ：FaceBook （2004） 、Mixi （2004） 、Twitter （2006）

（動画） ：Youtube（2005） 、ニコニコ動画（2006）

（画像） ：Instagram （2010）

（音楽・動画） ：TikTok（2016）

（音声） ：Clubhouse（2020）

⚫ マッチング：AirBnB,Inc（2008）、Uber（2009）、メルカリ（2013）

⚫ オンライン会議：ZOOM（2012）、Teams（2017）、Webex（2007）

⚫ QRコード決済：AliPay（c2004,j2017）、PayPay（2018）、メルペイ（2019）

インターネットを使ってみた

⚫ 善照寺のホームページ作ってみた。（1995/12）

情報発信 ・寺院概要 ・年中行事

・教義と解説 ・法話

・寺報・論説・エッセイ ・アーカイブ（寺宝）

双方向 ・相談 ・電子掲示板

事業推進 ・広報 ・広告（墓地販売）

・葬儀・法事の広報と受付

⚫ 1996には檀家の若者とともにインターネットプロバイダBayline設立、ネットカフェ

⚫ 1997にホームページをリニューアル、その理由は

①流行に合わせてWEBデザインを変えた。

②更新、新規書き込み、相談へのレスポンスが負担になった。
8
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善照寺ＨＰ

9

インターネットと宗教

⚫ 1996～2000年、インターネットと宗教関連出版

⚫ 『情報時代は宗教を変えるか－伝統宗教からオウム真理教までー』

池上良正、中牧弘充編、弘文堂、1996/2/15

⚫ 『インターネットと宗教 カルト・原理主義・サイバー宗教の現在』

土佐昌樹著、岩波書店、1998/11/25

⚫ 『インターネットの中の神々 21世紀の宗教空間』

生駒孝彰著、平凡社新書019、1999/10/20

⚫ 『インターネット時代の宗教』

国際宗教研究所編、井上順孝責任編集、新書館、2000/6/10
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インターネットの特質（宗教側から見た）

①高速性

②雑居性（ジャンク情報の多さ、品質保証がない情報と選別眼）

③匿名性（断片人格）

④ イメージ中心（イメージを瞬時に読み取る能力）

⑤流動性（絶えず変貌し自己同一性の成り立たない）

⑥ マイノリティー（無数のマイノリティの集合体）

⑦関係性（その時点・時点での情報集合との出会い）。

⑧超時空性（時空を超える。いつでも､どこからでも、古くなっても）
11

インターネットの宗教利用の可能性

①カルト教団のインターネット利用（マイノリティの集合）

ヘブンスゲート（米国）、オウム真理教（日本）

②インターネット伝道の功罪

• インターネット法要（儀式の執行）の可能性は

同じ信仰で結ばれた信頼感と仲間意識が実現できるかに係っている

• 過剰な情報の弊害（週刊誌、政治・経済とヌード写真）

• 教義が正しく伝わらず変容する（超神学、新しい宗派）

• 多量の相談へのリスポンスが困難
12
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インターネット社会における寺院活動の方向

二つの方向性

1. 檀信徒の再教化

• 檀家の家族構成員の把握

• 教化対象者のセグメンテーション

• セグメント別教化アプリ作成

2. 新しい平原の開拓

• 特定の宗教を持たない人々へのアプローチ

• SDGｓ社会活動

• 都市周辺型フリーマーケット
13

浄土宗の状況

14

浄土宗被包括団体数（平成29年12月31日現在）

団体数 （内宗教法人数）

寺院 6,902 (6,863)

教会 44 (41)

その他 89 (79)

計 7,035 (6,983)

教師数 （内外国人数）

男 9,776 (8)

女 963 (3)

計 10,739 (11)

信者数 6,021,900

団体数

教師数

出典）宗教年鑑平成30年度版　文化庁編
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第7回宗勢調査からみた浄土宗

15

第7回宗勢調査（平成29年10月1日現在）

7,010 （割合％）

6,793 96.9%

217 3.1%

6,793

6,358 93.6%

435 6.4%

数量 （1寺院当り平均）

954,861 (150)

1,064,571 (167)

1,266,097 (199)

2,330,668 (367)

檀徒人数

信徒人数

信者数

対象数

回答数

無回答

問24.回答

檀家個数

問24　貴寺院の檀家は何戸で檀徒（檀家の総人数）は何人ですか。ま

た信徒は何人ですか。

未提出

回収数

調査対象数

日本の中の浄土宗の位置づけ

16

国勢調査（平成27年10月1日現在）

世帯数 人口　人 人/世帯

平成12年 2000 46,782,000 126,926,000 2.71

平成17年 2005 49,063,000 127,768,000 2.60

平成22年 2010 51,842,000 128,057,000 2.47

平成27年 2015 51,877,000 127,110,000 2.45

浄土宗人口 954,861 2,330,668 2.44

浄土宗比率 1.84% 1.83%
2019
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日本人の宗教意識

17

NHK放送文化研究所（平成28年10月27日～11月4日:有効回答数1,466人）

信仰している宗教

31%

3%

1%

1%

62%

2%

信仰している宗教はない

無回答

仏教

神道

キリスト教

その他

新しい平原とは

⚫ 127,110,000人（日本の総人口）の62％＝78,808,200人

⚫ 浄土宗の深い信仰でなくても良い、浄土宗のファンを増やす（新しい開宗）

⚫ ポストコロナでニーズの強い活動は復活する（旅行、外食、ライブ活動）

築地本願寺（食事）、京都浄教寺（ホテル）

⚫ 活動手段の変化（Zoom、DX）

場所に依存しない教化活動（hasunoha）

⚫ 新しく生み出される弱者によりそう

社会福祉から社会貢献へ（ヤングケアラー、外国人研修生、LGBTQ、SDG’s）

18
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DX（デジタル・トランスフォーメーション）

⚫ 首相官邸のホームページにあるDXとは

⚫ Society5.0の実現による更なる経済成長や生産性の向上に向
けて、社会全体のデジタル化が不可欠となっています。 そ

のため、デジタル市場のルール整備を行い、市場における公
平な競争を促すとともに、5Gの実装・ビヨンド5Gの実現の加
速化、データ流通の活性化、DX（デジタルトランスフォーメー

ション）の推進、サイバーセキュリティの確保など、社会全体
のデジタル化の推進に向けた各種の施策を講じていきます。

19

Society 5.0

⚫ サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度
に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決
を両立する、人間中心の社会（Society）

⚫ 狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（
Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指

すもので、第５期科学技術基本計画において我が国が目指
すべき未来社会の姿として初めて提唱されました。

20
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21

Society 5.0で実現する社会

Society 5.0で実現する社会は、IoT（Internet of Things）で全ての

人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、今までに
ない新たな価値を生み出すことで、これらの課題や困難を克服
します。また、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時に

提供されるようになり、ロボットや自動走行車などの技術で、少
子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題が克服され
ます。社会の変革（イノベーション）を通じて、これまでの閉塞感
を打破し、希望の持てる社会、世代を超えて互いに尊重し合あ
える社会、一人一人が快適で活躍できる社会となります。

22
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23

DXとは（私的定義）

⚫ デジタル技術を使った

⚫ 新しい「生活様式」、新しい「業務様式」を導入し

⚫ 生活の満足度の向上、業務の効率向上を行うこと

⚫ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって

⚫ DXが実現した

24
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COVID-19によるDXの進展

⚫ 内閣府『新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意
識・行動の変化に関する調査』令和2年6月21日）

⚫ワーク・ライフ・バランス（Work–Life Balance）の変化（生活重視へ）

⚫地方移住

⚫職業選択、副業への考え方

⚫ NECソリューションイノベータ株式会社『2020年版一般消費者
におけるキャッシュレス利用実態調査レポート』2020/9版

⚫購買行動の変化

⚫コンビニでQRコードスマホ決済

25
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19

DXからSXへ

⚫ DXは新しい生活様式、新しい業務様式をデジタル技術使っ
て実現する

⚫ 新しい生活様式、新しい業務様式は単に満足度が大きいとか
業務効率が上がるといって適用される。

⚫ そのDXよりも高次にSXという評価基準がある

⚫ 生活満足度、業務効率が向上するのはよいことだが、持続化
可能性を満たすものである必要がある。

37



オンライン
の
効能



いままで法事に来なかった
中高生にも「祈る」体験

慎重論（頭ごなしの否定論）が目立った

法要はじかに会ってすべきこと

（僧侶への）敬意が薄れ安易になる

お参りが減ってしまう

なんとなく新しいものに乗るのは

違う気がする

定論）が目立った

べきこと

れ安易にな

乗るの

こと

お位牌牌やややお仏壇壇は、位牌牌やややお仏壇お 壇
そもそも

なる

そもそも
るるるるるるるるるるるるるオンラインななるオンラインるるるるるるるるるるるるるるるる

のようなもの

のはは

のようなもの

はははははははははははははははははははははははは（みえない対象象象には（みえない対象ははははは 象に
祈っている）



ほんらいの宗教は、革新的である！
（伝統重視ではない）

お経をひろめるため
東洋の木版技術

聖書をひろめるため
西洋で活版印刷発展

オンラインの懸念点

集中して聴いて
もらえない

テレビと誤解し
法話中に私語が
飛び交う

流れ作業のよう
な表面的儀礼に
なりがち

相手は寝転がったり
トイレに行ったり
しているかも？



私自身のオンラインによる宗教体験

今日からできる
オンライン活用

• （本堂に）「Wifi使えます」、（LINE
などの）「ビデオチャット使用可能
です」という貼紙をする

多くの人は、お寺でスマホを見るのは失礼
と思っている

• 法事などを「密になるので」と遠慮する連
絡や相談があった際、「こちらで儀礼をお
こなう様子をLINEでご覧になりますか？」
とお声がけする

※右の画像は以下からダウンロード可能です。

https://hitonami.net/articles/religious-
articles/3572/



オンライン×リアルのハイブリッド

•（法要など）喪主一家はお寺で＋施設にいるおばあちゃんは

ＬＩＮＥビデオ通話で参加

•（寺ヨガなど）お寺に集い、講師だけオンライン画面

•祈りや弔いの重要性を伝えるのは動画やＳＮＳ。体験は個別

にお寺へ来てもらう

葬祭現場
の問題

葬儀儀ののの簡素化、法要キャンセルルが葬儀儀ののの簡簡
常態化

弔いの意義義ががが見失われ

映像葬などどどどパフォーマンス化

いまこそ、、オンラインンをを活用用してでも、いまこそ、い 、オンラオ
精神面の補強精神 補強

ラインンをを活オンラ
強強強をすることが

用してし活用活用
ががが必須



東京都感染拡大防止金の申請サポート
をするなかで感じた世間の苦悩を

コロナにかかる
不安よりも、
３ヵ月後に

一家心中するしか
ないかもしれない
心配のほうが
大きい

コロナ状況下の１年間に感じた
一般社会と寺院社会との溝



コロナでコロナで
集えないから、集えないかないか
どうする？

オンラインライン
の活用はの活用はの活用
妥当？

世界的
経済
不安

コロナ
うつ

女性や
若者の
自殺急増

世世世
ナナナ

世世世世世世界界的的
経経済 ココロナナナナナ

つ

若者者の
自自殺殺急増

経経済済
不不

コロロナナ
つ

性やや
若者者

経経済済
不不不安安不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安かつてないほど

コロロナナ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううつど不安

と

ないほどど

とと苦が

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女性
若者

と が

充満

ココロナで
集えないから、集えないから、集えないから、集えないから、
どうする？どうする？

オンラインオンライン
の活用はの活用はの は

緊急避難的にではなく
目目の前の苦を救うために
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「コロナ禍で続けたオンラインの寺院活動」

南米開教区クリチバ日伯寺
主任 大江田 晃義

国土
日本の約２３倍
（南米最大）

人口
約２億９４７万人

首都
ブラジリア

公用語
ポルトガル語

宗教
大部分が
カトリック教徒

※檀信徒制度がない

P.2
ブラジルの国内事情

クリチバ
日伯寺
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2

↑サンパウロ別院日伯寺

南米開教区
P.2

↑マリンガ日伯寺

↑イビウーナ日伯寺

昭和28年開教開始

クリチバ日伯寺

前借家

現借家

クリチバ日伯寺10周年記念にて
阿弥陀如来像、観音、勢至両菩薩像
を寄贈頂いた。

収容人数：約30人

収容人数：約60人
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浄土宗南米開教区 開教７０周年記念

クリチバ日伯寺本堂建立について

クリチバ日伯寺は平成２０年に借家にて開基し、１３年が経過致しました。同寺は、
令和５年に迎える浄土宗南米開教区開教７０周年に向け、記念事業として本堂建立を
目標としております。「クリチバ市のお寺」として、地域社会と密接につながり、
その社会に貢献できる寺院として活動に取り組むと共に、特に青少年に対する教化に
力を入れ、今後のブラジルを支える人材を育成していきたいと考えております。

↓完成イーメジ図案
合 掌

ライブ配信 (法要、ラジオ体操）

イビウーナ日伯寺

クリチバ日伯寺

花祭り（灌仏会）

＜ラジオ体操配信＞

別院日伯寺
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4

オンライン法要（Zoom、facebookなど）

経本(PDF)
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5

オンライン法要

それぞれの家庭から参加

国境、距離を
越えてつながるご縁

全国浄土宗青年会別時念仏会（
zoomにて開催）

毎年参加している24時間不断念仏会

350km離れた街から法要の配信 350km離れた街への法要の配信



1

コロナ禍だからできた
大学でのフィールドワークと
寺院活動への応用

大正大学専任講師 齋藤 知明

第41回浄土宗総合研究所公開シンポジウム

「オンラインにおける寺院活動 ―デジタルトランスフォーメーションの潮流の中で―」

2021年2月15日

自己紹介と目的

フィールドワークとは

コロナ禍での事例紹介

寺院をめぐる諸課題

今、どう動くか

2



2

自己紹介

3

齋藤 知明（さいとう ちめい）

• 山形教区酒田組 林昌寺副住職

• 大正大学 専任講師

• 専門・・・宗教学

• 宗教教育、宗教者・宗教団体が関わるコミュニティ形成

• 震災被災地で活動する宗教者・宗教団体の研究

・・・フィールドワーク

• 大学ではサービスラーニングの授業を主に担当

・・・フィールドワーク

• 今年度、複数のオンラインコンテンツを企画・実施

目的

新型コロナウイルス感染症が流行した今春以降、授業のなか

で学生と実践してきたフィールドワークを例示し、ニュー

ノーマルな寺院運営の在り方を検討

結論から先に言うと

コロナ禍は、実はチャンス・・・！？

ここで何かを変えれば、を前提とするが
4
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フィールドワーク

フィールドワークとは・・・

「ある地域や集団を対象とした、総合的な実態調査」

歴史的資料、行政資料、統計データ、新聞記事

儀式や行事、音楽や舞踊、神話や伝説、道具等々

「さまざまな方法をミックスして対象を総合的に理解し分析する

ための方法」

（岸2016）

5

フィールドワークと高等教育

地域の中に大学があり、学生たちがその地域の課題の解決、魅力の掘り起こ
しなど、地域に貢献する作業から学ぶ

そのような貢献の経験から、振り返りを経て自分の学修とする

地域と接点を持つ経験を通して地域を知る・学ぶ

6
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サービスラーニングとフィールドワーク

2016年度から報告者は「サービスラーニング」を担当

フィールドワークとサービスラーニングを掛け合わせて展開

サービスラーニングとは・・・

アメリカで1960年代から導入

宗教職者の仕事 地域の政策課題の解決策

2002 年中教審「青少年の奉仕活動・経験活動の推進方法策等について」

以後高等教育でボランティア活動を単位化する動きが急速に拡大

（サラ2010）

7▶︎ フィールドで実践するサービスラーニングを展開

コミュニティデザイン
まちのニーズを考えて楽しく実践

8
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すがもプロジェクト企画・運営
まちづくりをプロデュース・東北復興

9

盆踊り

巣鴨でもっとも多くの世代が盛り上がるお祭り
10
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コロナ禍での事例紹介

新型コロナの流行後の展開

・大学のオンライン授業展開による学修活動の制限

・人との直接的な接触・地域への移動の困難

▶︎ フィールドワークの限界・・・？

人と直接的に接触しない、

地域に移動しないフィールドワークができないか
11

コロナ禍での事例紹介

オンラインを駆使した地域交流・社会貢献を模索

サービスラーニング

• オンライン盆踊り

• ZOOM座談会

• 南三陸オンラインツアー

• 巣鴨オンラインツアー

• オンライン追悼イベント

地域実習

• クラウドファンディングを使った

15地域物産展

その他

• オンラインインターン

• オンラインワークショップ研修

12
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オンライン盆踊り

13

7月10日 日本テレビ「zip」

7月30日 NHK「ひるまえほっと」

14
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1515

7月22日 日経MJ

7月22日 中外日報

浄土宗新聞2020年7月号

南三陸オンラインツアー

NHK宮城版 2020.8.27
河北新報 2020.8.30 16
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巣鴨オンラインツアー

17

クラウドファンディング
18
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19

オンラインインターン

20
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コロナ禍での事例紹介

オンラインでは「地域性」は薄くなることも

世代間交流が
難しい

誰でも
いつでも
どこからでも
▶︎非特殊性

通信機器や
知識の差

大学生だけ？

21

感覚の共有が
限られている

コロナ禍での事例紹介

オンラインでも ▶︎ オンラインだからこそ

地域と地域が
容易に繋がる

目の前のこと
に集中できる

遠方のことも
気軽に学べる

自宅から
家族も参加

人と人とが
結びやすい

22
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寺院をめぐる諸課題①

低成長の時代における寺院のあり方

人口減少時代における宗教のあり方を展望するためには、既存の宗教

施設を維持・存続させるための方途だけを考えるのではじり貧におちい

る。宗教施設があることで地域社会に何がもたらされるのか、宗教団体

に所属することでそれは成員に対してどのような人生の満足と展望を与

えることができるのかを自前の言葉で語り出すことが求められているの

ではないか。

（櫻井義秀・川又俊則編2016）

23

寺院をめぐる諸課題②

宗教学者が問いかける寺院の未来

現代の寺院仏教が突きつけられている問いは至ってシンプルである。現代家

族の個人化（非婚化・未婚化・少子化、独居高齢世帯の増加など）や職業・生

活の不安定化（非正規雇用が労働者の三分の一、教育・仕事のために転出・移

動する人々など）に合わせて伝統的な葬送儀礼を変えてもよろしいか。すなわ

ち、葬儀は家族葬や直葬、法要は永代供養でよろしいか。戒名は死者の冥福に

必須のものか。継承者を想定した墓はつくらずともよいのではないか。こうし

た問いに対して僧侶が丁寧に答えていけば、葬式仏教批判や葬式無用論が定番

の売れ筋本となることもないのではないか。

（櫻井義秀・川又俊則編2016）
24
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寺院をめぐる諸課題③

第7回浄土宗宗勢調査（2017年実施）

25

過去5年間の葬儀の数

増加した 2.7

やや増加した 9.8

変わらない 58.9

やや減少した 17.9

減少した 9.8

無回答 0.4

過去10年間の檀家の数

増加した 9.6

変わらない 40.4

減少した 41.7

無回答 8.3

寺院をめぐる諸課題④

第2回「寺院における
新型コロナウイルス
による影響とその対
応に関する調査」

大正大学地域構想研究所
BSR 推進センター

2020年実施

▼

数字でも減少傾向にある
ことは明確に出ている

26
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従来、寺院が地域社会で行ってきた営みを現代的な仕組み

としてデザインし直し、寺院の「ある」と社会の「ない」

を無理なくつなげる優れた取り組み。地域内で寺院と支援

団体を結んでいるため、身近な地域に支えられているとい

う安心感にもつながるだろう。それができるのは、寺院が

各地域にくまなく分布するある種のインフラだからだ。全

国800以上の寺院が参加する広がりも評価ポイントのひと

つであった。活動の意義とともに、既存の組織・人・も

の・習慣をつなぎ直すだけで機能する仕組みの美しさが高

く評価された。

寺院をデザインし直す

コミュニティとは

R・M・マッキーヴァー（1927:2009）

アソシエーション

何かしらの目的共有・利益追求をする集合体である。

コミュニティ

自然発生的かつ地域・慣習に根付いた共同体であり、かつ、さらにそ

の共同体は地域という空間だけに限定されない伸縮自在である。
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コミュニティとヴァーチャル

ジェラード・ディランティ（2003:2006）

おそらく、ヴァーチャル・コミュニティについて特徴的なのは、それがコミュニケー

ションの役割を高めているという点である。それぞれのヴァーチャル・コミュニティ

は、コミュニケーション・コミュニティである。言い換えれば、それらは帰属をより

対話的なものにする。人々は、ローカルなコミュニティ集団にとどまるよりも、グ

ローバル化された社会的ネットワークに接続し、新しいテクノロジーを活用してい

る。しかし、このことは、場所が無効になっていることを意味するものではない――

コンピューターに媒介されたコミュニケーションは、社会的な真空状態の中にではな

く、社会的ネットワークの中で生じる。これらのネットワークは、ローカルな帰属の

形態を掘り崩すというより、高めることができる。当面の帰結としては、情報通信技

術はコミュニティのネットワークがすでに存在するところではそれを活性化するが、

新たなコミュニティを生み出すことはほとんどない、というところである。

どのようなデザインが可能か

30

感覚の共有が
限られている

▼

共有して
しまえば
よいのでは？

地域と地域が
容易に繋がる

目の前のこと
に集中できる

遠方のことも
気軽に学べる

自宅から
家族も参加

人と人とが
結びやすい
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オンライン追悼イベント

31

32

離れていても感覚は共有できる

南三陸オンラインツアー
南三陸から事前に送られてきたわかめを
使ってそれぞれが調理、ワインで乾杯
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33

繋げ直すことは可能か否か

宗教としての集団的沸騰（デュルケム）は困難

しかし

既存の関係性の繋ぎ直し・活性化は可能ではないか

▶︎ 地方寺院にとっては起死回生の機会・・・？

参考文献

岸政彦他編2016『質的社会調査の方法－他者の合理性の理解社会学』有斐閣

櫻井義秀・川又俊則編2016『人口減少社会と仏教－ソーシャルキャピタルの視座から』法藏館

サラ・コナリー他著、山田一隆他訳2010

『関係性の学び方－「学び」のコミュニティとサービスラーニング－』晃洋書房

R・M・マッキーヴァー 中久郎・松本通晴監訳1927:2009

『コミュニティ－社会学的研究：社会生活の性質と基本法則に関する一試論－』ミネルヴァ書房

ジェラード・デランティ2003:2006『コミュニティ－グローバル化と社会理論の変容』NTT出版

34
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2021年2月15日 浄土宗総合研究所公開シンポジウム

そのオンライン、
本当に必要ですか？

文化時報社代表取締役

小野木康雄
onogi.yasuo@bunkajiho.co.jp

075-371-0159

寺院活動のオンライン化

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 2

1．会議・寺務 ⇨ ◎

リモート宗会（浄土真宗本願寺派など）

2．催し・行事 ⇨ ○

全国曹洞宗青年会「オンライン坐禅会」

日蓮宗「家にいる子どもたちへ」（写経・写仏）

3．葬儀・法要 ⇨ △

mailto:onogi.yasuo@bunkajiho.co.jp
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2

”ネット法要“万能か（2020年5月2日）

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 3

「宗派や政府の対応を待っていては遅い。さまざまな
ツールを駆使し、臨機応変に対応すべきだ」

”ネット法要“万能か

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 4

「現状ではネット法要が最善だが、いつでも誰にでも通
用する万能の策ではない。選択肢の一つではあっても、
普及させたいという思いは一切ない」

「諸行無常というお釈迦さまの教え通り、予想すらしな
かった事態が今後も必ず起こる。宗教者に必要なのは、
そのときにできる最善のことを選択する力だ」

オンライン法要＝取材を断られるケースも
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文化時報はオンラインの限界を指摘

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 5

小原克博・同志社大学教授の見解

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 6

「背に腹は替えられないという状況でオンラインの導入
が進んできたわけだが、場と時間を共にする経験は代替
できない」

「法要や礼拝には、一定の場所で一定の時間、周囲
に合わせて過ごすという約束事がある。参加者は自ら自
由を放棄する」

「しかしオンラインだと、適当に参加できてしまう。真剣さ
や誠実さが体験されなくなる」

出典：文化時報2020年10月7日付小原克博教授インタビュー
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4

文化時報のオンライン対応

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 7

○臨時の購読者専用ページ開設

誰のためのDXか①

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 8

○ヤフー社長・川邊健太郎氏

「日本社会全体のＤＸ化を、仏教が先陣を切って推
進すべきだ」 ――１月28日、全日本仏教会新春学習会

○スポーツ紙編集幹部

「『麻薬』のようなヤフー配信」
――「ヤフーに罪はない」 巨大プラットフォームと伝統メディアの愛憎劇 デジタルメディアの

現在地（１）東京新聞TOKYO Web 2020年7月6日 20時00分
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5

誰のためのDXか②

浄土宗総合研究所公開シンポジウム 文化時報社・小野木康雄 9

○もし全てのお寺がDXを実現したら？

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデ
ジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製
品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そ
のものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競
争上の優位性を確立すること。

――2018年12月 経済産業省「DX推進ガイドライン」による定義

まず将来像を描くこと


